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新
入
架
原
本
・
古
写
本
類

○
賀
茂
中
村
郷
年
中
納
遣
方
帳�

（
〇
一
五
三
―
六
一
）

賀
茂
別
雷
神
社
領
に
関
す
る
史
料
。
表
紙
に
は
「
寛
永
十
九
年
十
月
朔
日
之
図　

中
村

郷
年
中
納
遣
方
帳　

太
宮
郷
・
山
奉
行
ノ
帳
モ
奥
ニ
ア
リ　

中
大
路
内
匠
允
清
善
」
と
打

付
書
で
記
す
。
袋
綴
装
で
一
二
丁
の
冊
子
に
、
三
つ
の
帳
簿
が
合
綴
さ
れ
る
。
ま
ず
冒
頭

六
丁
分
は
、
賀
茂
別
雷
神
社
領
山
城
国
綴
喜
郡
中
村
郷
の
年
中
の
様
々
な
納
入
物
の
書
き

あ
げ
で
あ
る
。
続
く
三
丁
は
「
大
宮
郷
之
帳
」
と
あ
り
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
～
明

暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
や
や
小
ぶ
り
の
紙
二
丁
に

「
氏
人
兼
役
山
奉
行
年
中
事
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
紙
左
上
に
朱
文
角
丸
長
方
印

「
温
故
斎
蔵
書
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
賀
茂
別
雷
神
社
の
社
司
賀
茂
（
中
大
路
・

岡
本
）
清
茂
（
一
六
七
九
～
一
七
五
三
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
清
茂
は
表
紙
に
見
え
る
中

大
路
清
善
（
一
六
〇
〇
～
一
六
八
二
）
の
孫
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
中
大
路

（
岡
本
）
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
七
一
年
度
購
入
。

�

一
冊
（
袋
綴
装
、
一
二
丁
）　

二
六
・
一
×
二
〇
・
四
㎝

�
（
遠
藤
珠
紀
）

○
御
産
部
類
記　

待
賢
門
院　

天
治
元
年�

（
〇
一
五
七
―
九
）�

本
史
料
は
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）
五
月
二
十
八
日
に
誕
生
し
た
通
仁
親
王
（
父
は

鳥
羽
上
皇
、
母
は
中
宮
藤
原
璋
子
）
の
御
産
に
関
わ
る
諸
家
の
日
記
を
抄
出
し
た
部
類
記

で
あ
る
。

「
藤
波
家
蔵
書
」
印
が
あ
り
、
藤
波
家
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
薄
茶
の
刷

毛
目
文
様
の
表
紙
は
、
藤
波
家
の
所
蔵
当
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
治
元
年
の
『
御
産
部
類
記
』
に
は
複
数
の
写
本
が
伝
わ
る
が
、
い
ず
れ
も
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』（
伏
―
六
一
八
、
鎌
倉
時
代
写
、
以
下
古
写
本
と

す
る
）
の
巻
九
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
確
認
で
き
る
写
本
と
し
て
は
、
花
園

左
府
記
（
源
有
仁
）・
中
右
記
（
藤
原
宗
忠
）・
戸
記
（
藤
原
忠
教
）・
永
昌
記
（
藤
原
為

隆
）・
礼
記
（
源
雅
兼
）・
朝
隆
卿
記
（
藤
原
朝
隆
）
の
六
種
類
の
日
記
の
抄
出
か
ら
な
る

系
統
と
、
花
園
左
府
記
・
中
右
記
・
戸
記
・
永
昌
記
の
四
種
類
の
日
記
の
抄
出
か
ら
な
る

系
統
と
が
あ
り
、
本
史
料
は
前
者
に
属
す
る
。
扉
に
は
野
宮
定
基
に
よ
る
目
録
が
あ
り
、

本
史
料
が
野
宮
定
基
本
を
直
接
の
祖
本
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
字
体
、
字
配
り
、
虫

損
跡
と
も
に
古
写
本
の
様
態
を
よ
く
捉
え
て
お
り
、
近
世
写
本
な
が
ら
善
本
と
い
え
よ

う
。
本
史
料
で
は
、
古
写
本
に
元
々
存
在
す
る
傍
注
は
墨
で
、
そ
れ
以
外
の
注
記
は
朱
で

書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
朱
の
注
記
内
容
は
他
の
近
世
写
本
と
共
通
す
る
部
分
も
多

い
。
な
お
、
現
在
の
古
写
本
に
は
一
紙
分
の
欠
落
が
あ
り
、
当
該
箇
所
を
図
書
寮
叢
刊

『
御
産
部
類
記
』
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
柳
原
本
（
柳
―
五
四
三
）
に
よ
り
補
っ
て
い

る
。
本
史
料
に
も
該
当
箇
所
は
存
在
し
、
書
写
態
度
を
勘
案
す
る
と
、
失
わ
れ
た
古
写
本

の
一
紙
の
姿
を
探
る
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
〇
二
一
年
度
購
入
。

ま
た
本
史
料
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
写
本
と
し
て
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の

『
御
産
部
類
』（G27:828

）
が
あ
る
。
本
奥
書
お
よ
び
奥
書
に
よ
れ
ば
、
総
合
図
書
館
本

は
、
野
宮
定
基
本
を
宝
永
年
中
（
七
年
（
一
七
一
〇
）
あ
る
い
は
八
年
）
に
久
我
惟
通
が

書
写
し
、
そ
れ
を
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
中
院
通
枝
が
写
し
た
も
の
と
い
う
。
冒
頭

に
は
同
じ
く
野
宮
定
基
が
加
え
た
目
録
が
あ
る
。

�

一
冊
（
六
七
丁
）　

二
九
・
二
×
二
一
・
〇
㎝

�

（
小
塩
慶
）

○
蘭
斎
画
譜　

後
編�

（
〇
三
八
〇
―
七
七
）�

本
史
料
は
、
森
蘭
斎
（
一
七
四
〇
―
一
八
〇
一
）
が
著
し
た
南
蘋
派
絵
画
の
教
科
書

で
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
森
蘭
斎
の
著
作
と
し
て

は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
刊
行
の
『
蘭
斎
画
譜
』
八
巻
と
本
史
料
の
『
蘭
斎
画
譜　

後
編
』
四
巻
が
著
名
で
あ
る
。
本
史
料
の
『
蘭
斎
画
譜　

後
編
』
の
内
容
は
、
一
巻
が

「
菊
部
」、
二
巻
が
「
梅
」
部
、
三
巻
が
「
木
・
石
・
草
・
水
部
」、
四
巻
が
「
鳥
部
」
か

ら
な
っ
て
い
る
。

新
入
架
史
料
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南
蘋
派
は
、
中
国
の
沈
南
蘋
（
一
六
八
二
―
一
七
六
〇
）
が
享
保
十
六
年
（
一
七
三

一
）
十
二
月
三
日
に
長
崎
に
到
着
し
、
同
地
に
二
年
弱
滞
在
し
た
時
に
写
実
的
な
中
国
院

体
の
画
風
を
日
本
に
伝
え
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
る
。
沈
南
蘋
は
、
長
崎
滞
在
中
に
唐
通
事

で
あ
っ
た
熊
斐
（
神
代
彦
之
進
）（
一
七
一
二
―
一
七
七
二
）
に
写
実
的
な
院
体
画
風
を

教
え
た
。
南
蘋
の
唯
一
の
弟
子
熊
斐
に
弟
子
入
り
し
た
の
が
蘭
斎
で
あ
っ
た
。
蘭
斎
は
、

狩
野
良
信
の
門
人
で
あ
っ
た
五
十
嵐
浚
明
の
も
と
で
画
法
を
学
ん
で
い
た
が
、
師
浚
明
の

す
す
め
に
よ
り
、
長
崎
に
下
っ
て
熊
斐
に
師
事
し
た
の
で
あ
る
。

蘭
斎
は
沈
南
蘋
―
熊
斐
と
い
う
系
譜
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
、
南

蘋
・
熊
斐
の
要
諦
が
蘭
竹
の
画
法
に
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
た
め
、
画
譜
を
刊
行
し
た
可

能
性
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
。
ま
た
、
南
蘋
派
の
教
授
法
の
一
つ
は
、
画
譜
を
教
科
書

と
し
て
参
照
す
る
こ
と
で
あ
り
、『
蘭
斎
画
譜
』、『
蘭
斎
画
譜　

後
編
』
も
同
様
の
役
割

を
持
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
画
譜
は
教
科
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
江
戸
時
代
の

印
刷
技
術
に
よ
り
一
般
的
な
読
み
物
と
し
て
も
広
く
流
布
し
た
。
画
譜
の
普
及
に
よ
り
、

南
蘋
画
風
は
一
気
に
江
戸
中
期
以
降
の
日
本
画
壇
に
広
が
り
、
日
本
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に
南
蘋
派
の
画
風
は
、
円
山
応
挙
や
与
謝
蕪
村
な
ど
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
所
所
蔵
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、「
田
藩
文
庫
」
の
黒
印
、「
田
安
府
芸
台
印
」
の
朱
印
、「
献
英
楼
図
書
記
」
の
朱
印

三
点
が
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
の
印
も
田
藩
文
庫
の
蔵
書
印
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
田

藩
文
庫
は
江
戸
時
代
の
田
安
徳
川
家
の
文
庫
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
、
田
安
徳
川
家
旧
蔵

古
典
籍
（
田
藩
文
庫
）
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
一
〇
〇
七
点
、
慶
應
義
塾
大
学
寄

託
二
四
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。
他
の
機
関
に
も
国
立
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
所
所
蔵
の
『
蘭
斎
画
譜　

後
編
』
四
巻
も
、

他
の
機
関
で
保
管
さ
れ
て
い
る
書
物
と
同
様
に
田
安
徳
川
家
が
旧
蔵
し
て
い
た
版
本
で
あ

る
。
本
史
料
は
二
〇
一
五
年
に
古
書
店
よ
り
購
入
。

�

四
冊　

二
八
・
〇
×
一
八
・
七
㎝

〔
参
考
文
献
〕
鶴
田
武
良
著
『
日
本
の
美
術　

宋
紫
石
と
南
蘋
派�

』
三
二
六
（
至
文

堂
、
一
九
九
三
年
七
月
）
／
趙
忠
華
・
郭
玲
玲
・
福
田
隆
眞
著
「
江
戸
中
期
に
お
け

る
画
派
の
絵
画
教
育
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
南
蘋
派
を
例
と
し
て
―
」（『
山
口
大
学

教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
七
年
三

月
）
／
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
―
田

安
徳
川
家
伝
来
古
典
籍
―
』（
日
本
書
誌
学
大
系
九
四　

青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
六

年
三
月
）

�

（
生
駒
哲
郎
）

○
東
征
大
総
督
御
沙
汰
書�

（
〇
四
七
一
―
四
〇
）�

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
十
四
日
、
東
征
大
総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
、
上
野

山
内
な
ど
に
屯
集
す
る
彰
義
隊
そ
の
他
脱
走
士
の
追
討
を
、
従
軍
各
藩
の
兵
隊
に
命
じ
た

御
沙
汰
書
。
同
内
容
の
文
書
は
、『
江
城
日
誌
』
第
四
、『
復
古
記
』
第
十
一
冊
、「
大
日

本
維
新
史
料
稿
本
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
文
書
は
、
宮
武
外
骨
旧
蔵
と
伝

わ
り
、
元
は
額
装
さ
れ
て
い
た
が
、
修
理
に
際
し
て
状
物
の
形
態
に
戻
し
た
。
二
〇
一
二

年
、
吉
野
孝
雄
氏
よ
り
寄
贈
。

�

一
通
（
継
紙
）　

一
九
・
五
×
一
二
二
・
三
㎝

�

（
箱
石
大
）

○
柳
沢
・
横
手
文
書�

（
〇
四
七
一
―
四
三
）�

甲
斐
の
国
衆
柳
沢
氏
と
横
手
氏
の
文
書
。
柳
沢
氏
あ
て
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

の
徳
川
家
康
朱
印
状
二
通
と
足
利
義
昭
か
ら
の
御
内
書
一
通
。
た
だ
し
義
昭
御
内
書
は
毛

利
氏
の
被
官
と
な
っ
た
柳
沢
氏
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
、
後
世
に
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
横
手
氏
あ
て
は
武
田
晴
信
判
物
と
家
康
朱
印
状
の
二
通
。
残
り
の
一
通
武
田
勝
頼
か

ら
曽
祢
河
内
守
に
充
て
ら
れ
た
文
書
は
偽
文
書
。
二
〇
二
一
年
度
登
録
。

�

六
通
（
三
一
・
二
×
四
五
・
三
㎝
、
二
九
・
五
×
四
〇
・
九
㎝
、

�

二
一
・
八
×
五
〇
・
八
㎝
、
三
一
・
三
×
四
五
・
一
㎝
、

�

三
一
・
二
×
四
六
・
三
㎝
、
三
一
・
三
×
四
六
・
九
㎝
）

�

（
村
井
祐
樹
）

○
蜷
川
親
世
書
状�

（
〇
八
三
五
―
一
三
）�

室
町
幕
府
政
所
代
蜷
川
親
世
（
道
哉
）
が
出
羽
最
上
氏
の
臣
氏
家
左
衛
門
尉
に
充
て
た

書
状
。
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
五
月
十
九
日
、
三
好
三
人
衆
に
よ
り
時
の
将
軍
足
利
義

輝
が
討
た
れ
た
。
義
輝
に
仕
え
て
い
た
親
当
も
没
落
せ
ざ
る
を
得
ず
、
三
年
前
に
政
所
伊
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勢
氏
が
敗
死
し
た
際
に
計
画
し
て
い
た
出
羽
へ
の
下
向
を
実
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
京

都
扶
持
衆
石
川
氏
が
親
当
に
同
道
し
て
下
向
し
た
こ
と
な
ど
は
、
本
書
状
に
よ
り
初
め
て

明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
度
購
入
。

�

一
幅　

総
高
九
七
・
八
×
幅
六
三
・
四
㎝

�

（
村
井
祐
樹
）

○
細
川
藤
孝
副
状�

（
〇
八
三
五
―
一
四
）�

足
利
義
昭
の
側
近
細
川
藤
孝
が
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
二
月
に
上
野
の
国
衆
横
瀬

雅
楽
頭
（
由
良
成
繁
）
に
充
て
て
記
し
た
も
の
。
前
年
の
五
月
に
時
の
将
軍
足
利
義
輝
が

弑
さ
れ
る
と
、
実
弟
一
乗
院
覚
慶
（
還
俗
し
て
足
利
義
秋
→
義
昭
）
は
奈
良
を
脱
出
し
、

各
地
を
流
浪
し
な
が
ら
、
三
好
三
人
衆
に
抗
す
る
た
め
、
各
地
の
大
名
・
国
衆
に
協
力
を

呼
び
か
け
る
。
本
書
状
も
そ
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
。「
被
成
御
内
書
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
副
状
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
二
一
年
度
登
録
。

�

一
幅　

総
高
一
一
一
・
七
×
幅
六
六
・
一
㎝

�

（
村
井
祐
樹
）

○
伊
達
政
宗
朱
印
状�

（
〇
八
三
五
―
一
五
）�

伊
達
政
宗
が
、
陸
奥
会
津
の
白
金
左
衛
門
尉
に
会
津
郡
内
の
「
蝋
之
役
」
を
安
堵
し
た

朱
印
状
で
あ
る
。
白
金
氏
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
蝋
の
採
取
を
生
業
と
し
て
い
た
一
族

で
あ
ろ
う
か
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
四
月
廿
四
日
付
け
で
、
秀
吉
に
謁
す
る
た
め

に
小
田
原
へ
出
発
す
る
（
五
月
九
日
）
直
前
に
出
さ
れ
た
も
の
。
朱
印
の
印
文
は
「
龍

納
」
で
政
宗
の
使
用
し
た
印
章
の
最
初
の
形
式
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
度
登
録
。

�

一
幅　

総
高
一
二
三
・
二
×
幅
六
〇
・
八
㎝

�

（
村
井
祐
樹
）

○
細
川
忠
利
書
状�

（
〇
八
三
五
―
一
六
）�

肥
後
熊
本
藩
主
細
川
忠
利
の
書
状
。
宛
所
は
豊
後
日
出
藩
主
木
下
延
俊
。
延
俊
の
室
は

細
川
忠
興
の
妹
加
賀
で
あ
る
。
本
文
書
は
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
二
月
二
十
八
日
の

肥
前
原
城
落
城
後
、
三
月
二
日
に
熊
本
に
帰
着
し
た
忠
利
が
延
俊
か
ら
の
書
状
に
応
え
た

も
の
。
上
使
松
平
信
綱
・
戸
田
氏
銕
が
島
原
・
天
草
・
長
崎
・
平
戸
・
名
護
屋
へ
巡
見
す

る
と
の
情
報
と
、
合
戦
で
負
傷
し
た
府
内
目
付
牧
野
成
純
が
肥
後
を
経
て
豊
後
府
内
へ
戻

る
予
定
で
あ
る
旨
を
伝
え
る
。
細
川
忠
利
が
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
以
降
、
諸
方
に
宛

て
た
文
書
の
多
く
は
、「
公
儀
御
書
案
文
」
等
と
題
さ
れ
た
史
料
に
留
め
ら
れ
て
お
り
、

『
大
日
本
近
世
史
料　

細
川
家
史
料
』
一
六
～
二
七
巻
に
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
同

日
付
の
書
状
案
が
三
七
件
み
ら
れ
る
が
、
本
文
書
は
留
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
度
購
入
。

�

一
幅　

総
高
一
二
七
・
〇
×
幅
七
一
・
三
㎝

�

（
林
晃
弘
）

新
入
架
写
本

○
記
録　

歳
譜�

（
四
一
四
〇
・
六
―
一
二
三
）�

複
数
の
所
司
代
下
役
が
作
成
し
た
と
推
定
さ
れ
る
便
覧
。
全
四
冊
。
そ
れ
ぞ
れ
墨
付
四

〇
丁
・
二
九
丁
・
一
八
丁
・
五
一
丁
。
内
容
は
主
に
朝
廷
に
関
す
る
記
録
で
あ
り
、
安
政

度
内
裏
造
営
関
連
の
人
名
録
、
安
政
二
年
の
新
内
裏
遷
幸
の
行
列
書
、
安
政
五
年
の
幕
府

人
事
記
録
、
ペ
リ
ー
来
航
な
ど
弘
化
～
安
政
期
に
発
生
し
た
諸
事
件
の
記
事
か
ら
な
る
。

二
〇
一
四
年
度
購
入
。

�

四
冊
（
二
三･

三
×
一
六･

八
㎝
、
二
三･

三
×
一
六･

八
㎝
、

�

二
三･

三
×
一
七
・
〇
㎝
、
二
三･

五
×
一
六
・
〇
㎝
）

�

（
荒
木
裕
行
）

○
井
伊
騒
動
風
説
書�

（
四
一
四
〇
・
六
―
一
二
四
―
一
）�

○
対
州
騒
動
略
記�

（
四
一
四
〇
・
六
―
一
二
四
―
二
）�

幕
末
期
の
風
説
書
を
留
め
た
写
本
二
冊
を
合
綴
し
た
も
の
。
共
に
駿
河
国
出
身
の
医
者

で
大
坂
の
合
水
堂
に
学
ん
だ
中
村
順
助
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
が
、
明
治
中
期
に
駿
河
の

国
学
者
で
あ
っ
た
三
浦
良
平
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
井
伊
騒
動
風
説
書
」
は
、
桜
田
門
外
の
変
に
係
る
風
説
書
四
件
を
留
め
た
も
の
で
全

九
丁
。
末
尾
の
奥
書
に
「
安
政
七
申
（
一
八
六
〇
年
）
三
月
三
十
日　

於
周
防
国
吉
敷
郡

黒
川
村
（
現
山
口
県
山
口
市
黒
川
）
吉
田
先
生
之
塾
写
也　

中
村
順
助
」
と
あ
り
、
収
録

す
る
四
点
の
風
説
書
の
内
二
点
が
長
州
藩
内
の
も
の
で
あ
る
。
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「
対
州
騒
動
略
記
」
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
号
事
件
に
係
る
風
説
書
三
点
を
留

め
た
も
の
で
全
七
丁
。
風
説
書
三
点
の
内
一
点
の
奥
書
に
「
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
辛

酉
六
月　

於
浪
華
花
岡
外
塾
楽
天
楼
写
之
」
と
あ
っ
て
、
大
坂
に
回
っ
て
き
た
風
説
書
が

合
水
堂
で
も
広
ま
っ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
全
一
六
丁
。
二
〇
一
五
年
度
購
入
。

�

一
冊
（
合
綴
）（
二
三
・
九
×
一
六
・
四
㎝
）�

�

（
維
新
第
二
室
）

○
松
平
陸
奥
守
殿
上
書
写�

（
四
一
四
〇
・
六
―
一
二
五
―
一
）�

○
水
戸
様
一
件
幷
御
役
替�

（
四
一
四
〇
・
六
―
一
二
五
―
二
）�

○
三
徳
蝋
能
書�
（
四
一
四
〇
・
六
―
一
二
五
―
三
）�

幕
末
期
の
写
本
三
点
を
合
綴
し
た
も
の
。
駿
河
国
出
身
の
医
者
で
大
坂
の
合
水
堂
に
学

ん
だ
中
村
順
助
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
が
、
明
治
中
期
に
駿
河
の
国
学
者
で
あ
っ
た
三
浦

良
平
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
松
平
陸
奥
守
殿
上
書
写
」
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
付
の
陸
奥
国
仙
台
城
主

伊
達
慶
邦
が
、
米
国
総
領
事
ハ
リ
ス
の
江
戸
出
府
・
江
戸
城
登
城
願
い
に
関
し
て
幕
府
に

提
出
し
た
意
見
書
の
写
し
。「
水
戸
様
一
件
幷
御
役
替
」
は
い
わ
ゆ
る
安
政
の
大
獄
に
関

す
る
も
の
で
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
付
で
徳
川
斉
昭
・
慶
篤
・
慶
喜
が
蟄
居
と

な
っ
た
経
緯
や
連
座
者
へ
の
処
分
、
人
事
交
替
に
関
す
る
覚
書
。「
三
徳
蝋
能
書
」
は
明

治
初
年
の
風
刺
文
を
写
し
た
も
の
。
全
二
一
丁
。
二
〇
一
五
年
度
購
入
。

�

一
冊
（
合
綴
）（
二
二
・
三
×
一
四
・
二
㎝
）�

�

（
維
新
第
二
室
）

○
田
制
志
料�

（
四
一
五
三
―
八
四
）�

本
史
料
は
田
制
に
関
す
る
史
料
を
抜
粋
し
て
謄
写
し
た
も
の
で
、
四
分
冊
か
ら
な
り

「
修
史
局
」
の
原
稿
用
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
修
史
局
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

内
容
は
、
第
一
冊
目
は
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
か
ら
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
ま
で

の
史
料
、
第
二
冊
目
は
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
か
ら
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
ま

で
の
史
料
を
採
録
、
第
三
冊
目
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
か
ら
天
正
二
十
年
（
一
五
九

三
）
ま
で
の
史
料
を
採
録
、
第
四
冊
目
は
年
未
詳
の
史
料
お
よ
び
編
纂
物
の
田
制
に
関
す

る
記
事
を
採
録
し
て
お
り
、
編
年
順
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

田
制
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
本
所
に
は
修
史
館
に
よ
っ
て
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

頃
作
成
さ
れ
た
『
食
貨
志
料
』（
請
求
記
号
四
一
五
三
―
二
二
）
一
八
冊
の
う
ち
第
一
か

ら
四
冊
が
「
田
制
」
に
関
す
る
史
料
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
田
制
志
料
』
は

作
成
年
代
未
詳
だ
が
修
史
館
よ
り
前
の
「
修
史
局
」
の
原
稿
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
、『
食
貨
志
料
』
よ
り
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
未
製
本
の
ま
ま
本
所
に

保
管
さ
れ
て
い
た
。
未
製
本
の
ま
ま
で
あ
っ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
特
徴
的
な
の

は
、『
田
制
志
料
』
に
記
載
さ
れ
た
史
料
と
『
食
貨
志
料
』
に
記
載
さ
れ
た
史
料
が
重
な

ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

�

四
冊
（
二
五
・
三
×
一
八
・
八
㎝
）�

�

（
生
駒
哲
郎
）

○
安
藤
家
江
戸
留
守
居
手
留�

（
四
二
四
〇
―
一
一
）�

陸
奥
国
平
藩
の
江
戸
留
守
居
が
作
成
し
た
も
の
を
江
戸
家
老
が
書
写
し
た
手
留
。
嘉
永

七
年
（
一
八
五
四
）
成
立
と
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
成
立
の
二
冊
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ

れ
墨
付
三
五
六
丁
・
一
五
〇
丁
。
内
容
は
幕
府
か
ら
の
通
達
、
老
中
以
下
幕
府
役
人
と
の

交
渉
な
ど
の
記
録
か
ら
な
る
。
収
載
さ
れ
る
内
容
は
天
和
三
年
か
ら
の
も
の
が
含
ま
れ
、

一
九
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
藩
主
安
藤
信
正
の
奏
者
番
・
寺
社
奉
行
就
任
を
受
け
て
作
成

さ
れ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
二
〇
一
八
年
度
購
入
。

�

横
帳
二
冊
（
一
三
・
〇
×
一
九
・
〇
㎝
、
一
二･

五
×
一
九･

五
㎝
）�

�

（
荒
木
裕
行
）

○
雑
記�

（
四
二
四
〇
―
一
二
）�

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
頃
に
老
中
松
平
信
明
の
家
中
で
作
成
さ
れ
た
帳
面
を
基
に

作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
墨
付
七
一
丁
。
内
容
は
信
明
が
老
中
の
職
務
に
お
い
て
授

受
し
た
書
状
類
の
覚
で
あ
り
、
文
化
四
年
か
ら
十
二
年
、
十
六
種
類
三
七
〇
件
の
書
状
が

収
録
さ
れ
る
。
二
〇
一
八
年
度
購
入
。

�

横
小
本
一
冊
（
一
三･

三
×
一
九
・
〇
㎝
）�
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�

（
荒
木
裕
行
）

○
奏
毘
集�

（
四
二
四
〇
―
一
三
）�

明
和
年
間
の
幕
府
奏
者
番
の
勤
務
に
関
わ
る
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
。
墨
付
六
一
丁
。

「
御
成
之
節　

還
御　

御
目
見
所
之
図
」
な
ど
二
三
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。
作
成
者
・
作

成
時
期
は
不
明
。
二
〇
一
八
年
度
購
入
。

�

横
小
本
一
冊
（
一
三･

五
×
一
九･

七
㎝
）�

�

（
荒
木
裕
行
）

新
入
架
写
真
帳

○
仏
教　

弥
谷
寺
所
蔵
聖
教
類

○
寺
院　

二
月
堂
修
二
会
記
録
文
書

○
日
本
の
詩
歌　

続
亜
槐
集　

梁
塵
秘
抄
口
伝
集
巻
第
十
残
巻　

梁
塵
秘
抄
巻
第
一
幷
梁

塵
秘
抄
口
伝
集
巻
第
一
残
巻

○
日
本
の
小
説
・
物
語
・
随
筆
・
日
記　

夜
寝
覚
抜
書

○
日
本
漢
詩
文　

本
朝
文
粋

○
歴
史
総
記　
［
日
本
中
世
史
］
四
巻
之
日
記　
［
日
本
近
世
史
］
久
須
美
家
史
料　

信
長

公
記　

信
長
記
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）　

信
長
記
（
個
人
蔵
本
）　

秀
頼
記　

信

長
記
（
個
人
蔵
十
冊
本
）　

大
田
和
泉
守
日
記　

信
長
記
（
丹
波
市
教
育
委
員
会
所

蔵
）　

信
長
記
（
津
山
郷
土
博
物
館
所
蔵
）　

信
長
記
（
太
田
直
憲
氏
所
蔵
）　

猪
熊

物
語　

豊
国
大
明
神
臨
時
御
祭
礼
記
録

○
経
済　

後
藤
家
史
料

○
有
職
故
実
・
儀
式
典
例　

天
養
度
革
令
諸
道
勘
文
（
三
条
西
本
）・
同
紙
背
文
書　

正

中
度
革
令
諸
道
勘
文
（
三
条
西
本
）・
同
紙
背
文
書　

弘
長
度
革
命
諸
道
勘
文
案
等

（
三
条
西
本
）　

昌
泰
革
命
事
（
九
条
本
）　

革
命
仗
議
記
（
九
条
本
）　

革
命
定
例

（
九
条
本
）　

革
暦
類
（
九
条
本
）　

辛
酉
改
元
関
係
記
（
九
条
本
）　

革
命
革
令
文
書

目
録
並
辛
酉
甲
子
年
々
表
題
紙
（
九
条
本
）　

革
令
定
記
（
九
条
本
）（
紙
背
明
応
六

年
具
注
暦
）　

甲
子
革
令
勘
文
並
仗
議
定
文
（
九
条
本
）（
紙
背
和
歌
懐
紙
）　

甲
子

勘
例
（
文
安
）（
壬
生
本
）（
紙
背
明
応
八
年
仮
名
暦
）　

八
幡
遷
宮
次
第
並
御
社
参

之
儀
（
中
院
本
）　

八
幡
御
剣
袋
更
替
使
并
一
社
奉
幣
記
（
万
里
小
路
本
）　

広
義
門

院
御
逆
修
人
々
装
束
色
之
事　

天
祚
礼
祀
職
掌
録　

朔
旦
冬
至
記
（
三
条
西
本
）　

義
持
公
内
大
臣
拝
賀
并
実
仁
親
王
御
元
服
記　

称
光
院
大
嘗
会
御
記　

院
拍
子
合
清

暑
堂
神
宴
記
（
応
永
二
十
二
年
）

○
天
文
学　

永
正
十
五
年
具
注
暦
紙
背
（
除
目
申
文
案
・
明
応
六
年
大
間
書
）　

宿
曜
御

運
録

○
日
本
史
料　
［
京
都
府
］
仁
和
寺
史
料
御
経
蔵　
［
大
分
県
］
日
田
広
瀬
先
賢
文
庫
史
料

○
古
文
書　
［
中
世
の
文
書
］
大
嘗
会
雑
　々

法
勝
寺
領
美
濃
国
船
木
荘
訴
訟
文
書　

六

角
供
御
人
ニ
関
ス
ル
文
書　
［
紙
背
文
書
］
実
隆
公
記
裏
書
（
三
条
西
本
）　
［
古
文

書
各
説
］
洞
院
大
納
言
公
敏
書
状
（
谷
森
本
）　

正
親
町
三
条
実
継
書
状
（
日
野

本
）　

一
条
禅
閤
兼
良
公
消
息
（
御
所
本
）　

後
花
園
天
皇
綸
旨
（
桂
宮
本
）　

後
土

御
門
院
御
文
類
（
伏
見
宮
本
）　

一
条
関
白
冬
良
消
息
（
桂
宮
本
）　

女
房
奉
書
案

（
桂
宮
本
）　

日
野
晴
光
書
状
（
日
野
本
）　

後
陽
成
天
皇
宸
翰
御
消
息
（
谷
森
本
）　

後
陽
成
天
皇
宸
翰
御
消
息　

関
白
宣
下
文
書
（
壬
生
本
）　

神
衹
伯
及
権
大
少
副
宣

旨
（
壬
生
本
）　

暦
博
士
及
陰
陽
頭
宣
下
文
書
（
壬
生
本
）　

室
町
殿
幕
下
御
辞
退
次

第
清
書
之
事
ニ
付
書
状
（
壬
生
本
）　

卜
部
兼
倶
父
祖
贈
官
申
状
（
桂
宮
本
）　

逍
遥

院
任
槐
所
望
之
文
（
桂
宮
本
）　

三
条
西
実
枝
改
名
款
状
（
桂
宮
本
）　

洞
院
実
熙
消

息
（
桂
宮
本
）　

三
条
西
実
隆
消
息　

尭
空
消
息
（
桂
宮
本
）　

逍
遥
院
書
状
（
桂
宮

本
）　

後
高
倉
院
庁
下
文　

越
中
国
雄
神
荘
下
司
藤
原
光
忠
起
請
文　

蜻
菴
消
息

（
桂
宮
本
）　

関
東
下
知
状�

附
六
波
羅
施
行
状　

石
清
水
八
幡
宮
田
中
宗
清
願
文　

［
宮
城
県
］
伊
達
家
文
書　
［
福
島
県
］
高
田
氏
所
蔵
文
書　

広
瀬
典
採
訪
書
写
文
書���

飯
野
家
文
書　
［
茨
城
県
］
長
岡
古
宇
田
文
書　

護
国
院
文
書　

塚
原
賢
三
氏
所
蔵

文
書　

戸
村
文
書　
［
栃
木
県
］
大
関
文
書　

福
地
文
書　

島
田
文
書　

平
野
文
書���

天
性
寺
文
書　
［
群
馬
県
］
中
澤
力
司
氏
所
蔵
文
書　

補
陀
寺
文
書　

小
板
橋
文
書���

長
伝
寺
文
書　

小
林
文
書　

成
就
院
文
書　

崇
徳
寺
文
書　

長
源
寺
文
書　

真
下
氏

所
蔵
文
書　
［
千
葉
県
］
本
田
文
書　

館
山
市
立
博
物
館
所
蔵
文
書　

石
井
文
書　

大
野
文
書　

橘
木
社
文
書　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
文
書　
［
神
奈
川
県
］
東

慶
寺
文
書　
［
新
潟
県
］
雲
洞
庵
文
書　

本
成
寺
文
書　

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
所

蔵
文
書　

渡
辺
氏
所
蔵
文
書　

中
条
文
書　

居
多
神
社
文
書　

植
木
氏
所
蔵
文
書　

上
越
市
教
育
委
員
会
所
蔵
文
書　

上
越
市
立
高
田
図
書
館
所
蔵
文
書　

上
越
市
立
総

合
博
物
館
所
蔵
文
書　

上
越
市
文
書
館
準
備
係
所
蔵
文
書　

中
島
氏
所
蔵
文
書　

新
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潟
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書　

反
町
氏
所
蔵
文
書　

山
吉
文
書　

浄
興
寺
文
書　

［
富
山
県
］
大
田
家
文
書　
［
石
川
県
］
石
川
県
立
博
物
館
所
蔵
文
書　

石
川
県
立
博

物
館
寄
託
文
書　

林
西
寺
文
書　
［
福
井
県
］
宇
波
西
神
社
文
書　
［
岐
阜
県
］
高
木

家
文
書　
［
三
重
県
］
荘
司
文
書　
［
滋
賀
県
］
長
浜
城
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書　

三

田
村
文
書　

称
名
寺
文
書　

垣
見
文
書　

大
沢
神
社
文
書　
［
京
都
府
］
東
寺
百
合

文
書　
（
丹
波
大
谷
村
）
佐
々
木
文
書　

丹
後
国
分
寺
建
武
再
興
縁
起　

賀
茂
別
雷

神
社
文
書　
［
大
阪
府
］
三
浦
氏
旧
蔵
文
書　

楠
葉
今
中
文
書　

片
岡
文
書　

太
田

家
文
書　
［
兵
庫
県
］
秋
山
文
書　

牧
田
文
書　

大
岡
寺
文
書　

秦
文
書　

赤
穂
大

石
神
社
所
蔵
文
書　

丹
波
市
教
育
委
員
会
所
蔵
史
料　

広
峯
神
社
古
文
書　
［
鳥
取

県
］
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書　

鳥
取
県
立
博
物
館
所
蔵
文
書　

伊
福
部
文
書���

北
尾
氏
所
蔵
文
書　
［
島
根
県
］
億
岐
家
文
書　

富
文
書
（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
所
蔵
）　

富
文
書
（
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
）　

赤
穴
八
幡
宮
文
書　

牧
文

書　

中
村
氏
所
蔵
文
書　

石
見
銀
山
資
料
館
所
蔵
文
書　

竹
矢
文
書　

甘
南
備
寺
文

書　

村
差
出
明
細
書
上
帳
控　

三
澤
文
書　
［
岡
山
県
］
仁
木
文
書　

永
祥
寺
文
書���

安
倍
文
書　

佐
野
文
書　
［
山
口
県
］
長
府
博
物
館
所
蔵
文
書　

能
美
文
書　

内
藤

文
書　

伊
藤
文
書　

金
子
文
書　

岩
屋
寺
文
書　

宇
多
文
書　

熊
毛
神
社
文
書　

粟

屋
文
書　

杉
谷
文
書　

西
文
書　

細
川
文
書　
［
佐
賀
県
］
東
妙
寺
文
書　

親
種
寺

文
書

○
日
記　

園
太
暦
（
三
条
西
本
）　

尊
鎮
親
王
御
記　

後
慈
眼
院
殿
御
記
別
記　

後
慈
眼

院
殿
御
記　

後
慈
眼
院
殿
雑
筆
断
簡　

後
法
音
院
日
記

○
書
道　

林
家
旧
蔵
古
筆
手
鑑　

久
邇
宮
家
旧
蔵
手
鑑　

古
今
文
字
讃

○
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育　

難
波
家
蹴
鞠
関
係
資
料
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